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本語学習者」時代は日本語の勉強を始めた大学から長崎での留学 1年を経て再来日までの 7年間で、

日本語は勉強するものと認識し、日本語の知識を増やすことに喜びを感じていた時期である。だがその

一方、日本語の知識を増やしても心のどこかで釈然としない「モヤモヤ」したものを感じ、日本語を教え

る視点から答えを探そうと再来日し、大学院の日本語教育研究科に進学した。 

大学院（「日本語教育研究者」）では、常に「一個人」としての考えを求められ、日本人学生でも留学

生でも対等な立場で自分の意見を語ることの大切さを学んだ。また、あるボランティアの日本語教室を

見学に行った際に「一緒に日本語ボランティアをやりませんか」と声をかけられ、「私を受け入れてくれ

る」「求められている」という歓びを感じた。これがきっかけで 2007 年から現在までこの教室の活動に関

わり、現在代表も務めている。このように、常に日本語で考える経験、一個人として人と関係をつくる経

験をすることで筆者の日本語に対する釈然としない「モヤモヤ」したものは自然となくなっていった。 

「日本語教師」として働き始めたころは、学生の質問に明確に答えられないことへの不安が大きく、

「外国人教師だから知らないんだ」と評価されることを恐れていた。それは外国人ならではの不安だとば

かり思っていた。ところが、同僚の日本人教師も同じような不安を抱いていることや不安と付き合いなが

ら仕事をしていることを知り、外国人日本語教師であることを負い目に思わなくなった。そして、少しずつ

経験を積んでいくうちに、大事なのは学生との信頼関係を築くことであることに気づく。 

「日本語学習者」時代までは自分が外国人であることを意識していたし、実際にそのように見られてい

た。大学院に入り、自身の考えを言語化したり書いたりすることがなかなかできなかった際も、それは日

本語の知識がまだ足りないからだとばかり思っていたが、周りの日本人学生も同じであることに気づく。

そこで初めて自分を「外国人」としてでなく「一個人」として意識するようになった。「一個人」としての自分

を意識するようになってからは、周りとの関係も少しずつ変わっていった。ただ、筆者が自分自身を「一

個人」と思っていても、周りからはまだ「外国人」として見られることもある。今勤めている日本語学校には

筆者を含め、2 名の外国人日本語教師がいるが、外国人教師が採用されたのは筆者らが初めてのこと

で学校側はプレッシャーを感じていたようだ。日本語教師が日本人ではないことによる学生からのクレー

ムなどが気になっていたそうだが、学生や同僚の日本人教師からの評判などを聞き、結果的には採用し

てよかったと言われた。つまり、採用当初は「外国人」という枠組みで案じていた学校側が、「一個人」と

して評価するようになったのだ。 

 

２－４．外国人日本語教師として日本で教えることの意義 

日本語教育が、日本語をより知っている人が知らない人に教えることや、ただ言語知識を伝えること

であるなら、筆者のような外国人日本語教師は知識の量では日本人にかなうわけがない。今までの経験

を振り返ってみると、「外国人」としてではなく「一個人」として自分自身を意識し、また、外国人対日本人

でなく、一個人対一個人としての関係を構築できたときに、気がつけばその関係性がある場が筆者の居

場所になっていたように思う。つまり、日本語を通してお互いを認め合う関係を築くこと、その関係性の

中で「ここにいてもいい」と感じられる、自分自身の「居場所」を作ってきたのだ。そう考えたとき、この日

本語を通した居場所づくりこそ、筆者が大切にしたいことであり、そうした居場所を獲得してきた元学習

者である筆者が日本で日本語を教えることの意義がここにあるのではないだろうか。筆者自身が日本語
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を通して日本で居場所をつくってきたように、留学生やボランティアの日本語教室に来ている参加者（外

国人であれ日本人であれ）にもそのような居場所の大切さを知ってもらい、教室にいる人々が日本語を

通してそれぞれ居場所をつくっていけるような教室活動を今後も実践していきたいと思っている。 

 

３．フロアとの質疑応答 

講座最後の質疑応答でいただいたコメントで印象的だったのが、「外国人日本語教師は学習者と同

じ目線を持っているから、学ぶ側には安心できるのではないか」という感想だった。筆者は日本語を学

ぶ人に、筆者と同じ方法で日本語を習得してほしいわけではない。一人一人習得過程は違うのだから

筆者と同じことをしたからといって全員に同じ結果が出るとは思えないし、日本語を学ぶ人たちもまた、

筆者に求めているものは学習方法ではないだろう。大事なのは、相手をどう考えるかである。相手を「地

域社会で共に暮らす人」と考えれば、そこには外国人、日本人という枠組みがなくなり、同じ日本語話者

という日本語を介した相互作用の可能性が残り、そこから一個人としての関係をつくっていくことが大事

なのではないだろうか。 

 

４．おわりに 

今回の公開講座では、「外国人日本語教師として日本で教える」をテーマに筆者自身の日本語学習

経験、日本語教師になってからの悩みや考えたことなどについて経験談を中心にお話しした。日本で

働く外国人日本語教師はまだまだ少ないが、これを機に少しでも多くの人にその存在を知ってもらえる

ことを願っている。 

 

（淑徳日本語学校 非常勤講師） 

                                                   
１法務省ホームページ、

http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri04_00057.html、2016.01.18. 
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